





















































　ここで、本稿で以下の説明に必要な前提として、労働者 1 人あたり賃金額が年50ポンドであると想定しておく 6 ）。
そうすると、この資本家が雇用する労働者数は、現在は、毎年260人ということになる。その260人の労働者にたいし
て年度内に 1 人あたり50ポンド、総額13,000ポンドの賃金を支払い、その貨幣と引き換えに資本家が年度初めに所有
していた13,000ポンドの価値がある「食物と必需品」を販売する。そして、この 1 人の労働者が 1 年間に購入する「食
物と必需品」とから構成される物的な内容量（いわゆる賃金財バスケット） 1 単位分を以下では＜食・必＞と表現す














　以上で述べられたことは、「毎年」（Works, I, p.388, 訳（下）285ページ）行われていることであるが、本稿では便
宜上「 1 年目」とよぶことにする。それでは、それに続く 2 年目はどうなるのか、リカードウの叙述を追ってみよう。
　「さて、次の年、資本家は彼の労働者の半数を機械の製作に使用し、残りの半数をこれまで通り食物および必需品
の生産に使用する、と仮定しよう。この年度内に、彼はこれまで通り13,000ポンドの金額を賃金に支払い、同額の食
物および必需品を彼の労働者に販売するだろう。だが、その翌年には事情はどうなるだろうか」（Works, I, p.389, 訳
（下）285ページ）。この 2 年目で資本家は、13,000ポンドの価値がある＜食・必＞260単位を手中に用意した上で、
260人の労働者を雇用するところは、1 年目と変わらない。ただ 1 年目とは異なり、雇用した労働者を半数ずつに分け、
一方には従来通りに食物と必需品を生産させ、他方には機械を製作させるようにするのである。そしてまた、それら
の労働者に総額13,000ポンドの賃金を支払い、全部で260単位の＜食・必＞を販売する点は 1 年目と同様である。さて、
この 2 年目の生産物に生じる 1 年目とは異なる点が、 3 年目の（特に雇用をめぐる）事情を大きく変えることになる
のであるが、それを見越してか、上の引用文の最後でリカードウは「だが、その翌年には事情はどうなるだろうか」


















いた労働は全部過剰になるだろう」（Works, I, p.389, 訳（下）286ページ）。 2 年目の生産過程では、機械が製作され






　この 2 年目の純生産物は2,000ポンドで 1 年目と変わらないが、総生産物は7,500ポンドに減少していることが確認
できる。リカードウによると、「人口を維持し、労働を雇用する力は、つねに一国民の総生産物に依存するのであって、
その純生産物に依存するのではないから、労働需要の減少が必然的に起り、人口は過剰になり、そこで労働階級の状




　では、 3 年目の生産が始まった後は、どのようになるのであろうか。 3 年目の生産には前年度に生産された機械が
使用される。リカードウは次のように述べている。「なるほど、資本家が雇用しうる減少した労働量は、機械に助け
られて、機械の修繕費を控除した後に、7,500ポンドに等しい価値を生産するにちがいないし、その7,500ポンドの価














もしれないけれども、総生産物の価値は15,000ポンドから7,500ポンドに減少しているだろう」（Works, I, pp.389-390, 
訳（下）286ページ）。前節の最後のところで見たとおり、機械を生産過程に導入したこの 3 年目でも純生産物の価値
は、20,000ポンドの資本に対して10パーセントなので2,000ポンドであり、それは7,500ポンドの価値をもった総生産














1 万ヤードの服地を、 1 ヤードあたり 2 ポンドとして、すなわち 2 万ポンドの服地を生産」していたが、「機械の援
助を仰いで同額の資本を用いると」、「服地が 1 ヤードあたり 1 ポンド10シリングに下落すると仮定しましょう」 9 ）と
いう記述がそれである。これによれば、リカードウが機械採用による商品価格の低下を、服地 1 ヤードあたり 2 ポン
ドから 1 ポンド10シリング（＝1.5ポンド）へ、 4 分の 3 に下落すると想定していたことがわかる。換言すれば生産






















































する需要の増加」（Works, I, p.392, 訳（下）290ページ）をもたらす使い方も可能であろう。リカードウの労働需要
























たリカードウは、「機械の発明と使用とは総生産物の減少を伴うことがある」（Works, I, p.390, 訳（下）287ページ）
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